MIYAKE Boyo (三宅亡羊) and his publication of \u27Tsurezure-gusa\u27 (徒然草) by 久保尾 俊郎
三
宅
亡
羊
と
『
徒
然
草
』
の
刊
行
─　　─39
一
　
三
宅
亡
羊
は
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
泉
州
堺
に
生
れ
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
京
都
で
没
し
た
、
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
儒
学
者
で
あ
る
。
　
亡
羊
の
父
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
堺
の
奉
行
を
つ
と
め
た
。
一
九
歳
の
時
、
学
に
志
し
て
伏
見
・
京
都
に
出
、
藤
原
惺
窩
と
交
流
し
て
勉
学
に
努
め
た
。
漢
唐
の
注
疏
を
主
と
し
、
時
に
は
程
朱
の
説
を
持
っ
て
多
く
の
門
人
に
講
義
し
た
。
　
後
陽
成
・
後
水
尾
天
皇
の
侍
講
を
勤
め
、
近
衛
信
尋
等
の
公
家
、
藤
堂
高
虎
・
黒
田
長
政
等
の
大
名
の
厚
遇
を
受
け
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
亡
羊
の
伝
記
に
付
い
て
は
、
長
く
東
條
琴
台
『
先
哲
叢
談
後
編
』（
文
政
一
三
年
刊
）
所
収
の
も
の
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
く
三
宅
亡
羊
の
著
作
や
自
筆
資
料
、
亡
羊
の
子
孫
筋
に
あ
た
る
山
上
家
の
文
書
等
新
た
な
基
礎
資
料
を
使
っ
た
上
野
洋
三
氏
「
三
宅
亡
羊
の
『
履
歴１
』」
（
以
下
翻
刻
部
分
を
『
履
歴
』
と
略
称
）、
同
「
三
宅
亡
羊
の
遺
書２
」（
以
下
翻
刻
部
分
を
『
遺
書
』
と
略
称
）、
同
「
三
宅
亡
羊
遺
品
目
録３
」、
白
嵜
顕
成
氏
「
藤
堂
家
と
藤
村
庸
軒
、
三
宅
亡
羊４
」、
同
「
藤
村
庸
軒
を
め
ぐ
る
人
々
（
一
）
│
三
宅
亡
羊
│５
」
の
論
文
・
翻
刻
が
次
々
と
出
て
、
亡
羊
の
事
跡
が
よ
り
詳
細
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
　
三
宅
亡
羊
は
三
四
歳
の
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
に
古
活
字
版
の
『
徒
然
草
』
を
刊
行
し
た６
。
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初
期
の
代
表
的
公
家
文
化
人
で
あ
っ
た
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
│
一
六
三
八
）
が
書
い
た
、
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
刊
語
跋
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
這
両
帖
、
吉
田
兼
好
法
師
、
燕
居
之
日
、
徒
然
向
暮
、
染
筆
写
情
者
也
。
頃
、
泉
南
亡
羊
処
士
、
箕
踞
洛
之
草
盧
、
而
談
李
老
之
虚
無
、
説
荘
生
之
自
然
。
旦
、
以
晦
（
暇
カ
）
日
、
対
二
三
子
、
戯
講
焉
。
加
之
、
後
将
書
以
命
於
工
、
鏤
於
梓
、
而
付
夫
二
三
子
矣
。
越
、
句
読
・
清
濁
以
下
、
俾
予
糾
之
。
予
、
坐
好
其
志
、
忘
其
醜
、
卒
加
校
訂
而
巳
。
復
、
恐
有
其
遺
逸
也
。
慶
長
癸
丑
仲
秋
日　
黄
門　
光
広　
　
と
あ
る７
。
こ
の
文
章
か
ら
・
三
宅
亡
羊
が
京
都
の
住
居
で
「
老
子
」
の
「
虚
無
」
と
「
荘
子
」
の
「
自
然
」
を
講
義
し
て
い
た
。
・
そ
の
講
義
の
暇
に
数
人
の
人
達
に
兼
好
の
『
徒
然
草
』
を
戯
講
し
て
い
た
。
・
亡
羊
は
『
徒
然
草
』
を
書
写
し
て
工
人
に
印
刷
さ
せ
、
数
人
の
人
達
に
配
る
こ
と
に
し
た
。
・
そ
れ
に
際
し
て
亡
羊
は
烏
丸
光
広
に
句
読
点
・
清
濁
点
ほ
か
を
正
し
く
さ
せ
、
文
章
の
校
訂
を
さ
せ
た
。
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
小
論
で
は
以
下
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
刊
行
を
め
ぐ
る
三
宅
亡
羊
の
事
跡
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
　
な
お
、
こ
の
当
時
三
宅
亡
羊
と
烏
丸
光
広
は
、
亡
羊
が
光
広
に
『
徒
然
草
』
の
文
章
の
校
訂
を
ま
か
せ
る
ほ
ど
、
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
烏
丸
光
広
は
亡
羊
よ
り
一
歳
年
上
で
あ
り
、
長
年
亡
羊
の
近
く
に
い
た
人
物
が
書
い
た８
亡
羊
の
『
履
歴
』
に
「
事
之
外
御
入
魂
」
と
か
「
貧
窮
ノ
時
分
、
御
合
力
も
有
之
由
に
候
事
」
と
あ
る
。
光
広
は
四
年
前
の
慶
長
一
四
年
に
宮
女
密
通
事
件
に
連
座
し
て
勅
勘
を
蒙
り
、
二
年
後
の
慶
長
一
六
年
に
勅
免
復
帰
し
て
い
た
。
烏
丸
光
広
に
と
っ
て
こ
の
当
時
は
順
風
を
受
け
て
い
る
時
期
で
は
な
く
、
三
宅
亡
羊
の
方
が
金
銭
面
を
含
む
「
合
力
」
を
光
広
に
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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二
　
こ
う
し
て
で
き
た
『
徒
然
草
』
は
す
こ
ぶ
る
評
価
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
最
近
ま
で
版
行
さ
れ
た
『
徒
然
草
』
の
伝
本
の
う
ち
で
は
、
も
っ
と
も
広
く
採
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
近
世
以
来
、
い
わ
ば
流
布
本
中
の
流
布
本
と
し
て
読
み
つ
が
れ
た
『
徒
然
草
』
中
の
代
表
的
伝
本
で
あ
る９
」
と
い
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
本
文
と
し
て
は
「
当
時
の
士
人
の
間
に
行
わ
れ
た
徒
然
草
に
異
本
と
称
す
べ
き
も
の
が
な
か
っ
たＡ
」
と
か
「
嵯
峨
本
の
本
文
と
ほ
と
ん
ど
一
致Ｂ
」
し
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
が
一
般
的
で
あ
る
。
さ
ほ
ど
違
わ
な
い
本
文
を
持
ち
な
が
ら
、
な
ぜ
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
が
『
徒
然
草
』
の
代
表
的
伝
本
と
し
て
今
日
ま
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
他
本
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
あ
げ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
　
そ
れ
は
ま
ず
、
・
本
文
に
句
読
点
・
濁
点
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
表
記
の
点
で
他
本
よ
り
進
ん
で
い
るＣ
。
・
し
か
も
濁
点
の
付
け
か
た
が
室
町
期
な
い
し
近
世
初
期
の
も
の
を
反
映
し
た
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
るＤ
。
　
と
い
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
・
本
文
全
体
が
親
近
関
係
に
あ
る
嵯
峨
本
と
比
較
し
て
も
嵯
峨
本
の
方
が
ミ
ス
が
多
く
、
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
方
が
表
記
上
の
誤
り
が
少
な
く
て
よ
り
正
確
で
あ
るＥ
。
と
他
本
に
比
べ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
本
文
の
表
記
上
の
信
頼
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
慶
長
一
八
年
刊
本
が
今
日
ま
で
『
徒
然
草
』
の
代
表
的
伝
本
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
るＦ
。
三
　
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
が
、
本
文
表
記
上
高
い
信
頼
性
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
本
文
の
句
読
点
・
濁
点
を
正
し
い
も
の
に
し
、
文
章
の
校
訂
に
あ
た
っ
た
烏
丸
光
広
の
功
績
が
大
き
い
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
本
書
は
「
烏
丸
光
広
奥
書
刊
本Ｇ
」
あ
る
い
は
「
烏
丸
本Ｈ
」
と
い
う
呼
称
を
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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い
て
は
版
下
本
文
そ
の
も
の
も
烏
丸
光
広
の
手
に
な
る
も
のＩ
と
指
摘
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
版
下
を
筆
写
作
成
し
た
の
は
烏
丸
光
広
に
本
文
の
校
訂
を
依
頼
し
た
三
宅
亡
羊
で
あ
り
、
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
刊
行
全
体
に
果
た
し
た
役
割
は
烏
丸
光
広
よ
り
三
宅
亡
羊
の
方
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
文
の
版
下
筆
者
の
特
定
が
、
烏
丸
光
広
が
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
刊
語
跋
文
で
、
三
宅
亡
羊
が
「
将
書
以
命w
於
工q
鏤w
於
梓q
」
と
亡
羊
自
身
が
版
下
を
書
い
て
印
刷
刊
行
し
た
も
の
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
容
易
で
は
な
い
要
因
の
一
つ
は
、
本
書
の
印
刷
形
式
が
古
活
字
版
に
よ
る
こ
と
に
あ
る
。
　
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
本
文
は
一
字
と
二
字
、
三
字
、
四
字
の
連
続
活
字
が
組
合
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
古
活
字
版
の
版
面
形
成
は
、
一
度
使
っ
た
活
字
を
ば
ら
し
て
別
の
場
面
で
も
使
用
す
る
や
り
か
た
で
あ
る
。
従
っ
て
、
版
下
書
き
の
筆
跡
と
で
き
あ
が
っ
た
活
字
刊
本
の
筆
跡
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
え
る
。
　
上
図
は
『
徒
然
草
』
の
第
三
六
・
三
七
段
に
当
た
る
大
東
急
文
庫
蔵
本
の
上
巻
二
七
丁
表
と
慶
長
一
八
年
刊
本
（
早
稲
田
大
学
図
大東急記念文庫蔵本（写本）早稲田大学図書館蔵本（古活字本）
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書
館
蔵
本
）
の
同
一
箇
所
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
大
東
急
本
の
こ
の
箇
所
は
欠
丁
で
、
そ
の
部
分
は
三
宅
亡
羊
自
身
の
補
筆
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
るＪ
（
句
読
点
・
濁
点
な
し
）。
　
大
東
急
本
の
こ
の
部
分
は
慶
長
一
八
年
刊
本
の
版
下
に
な
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
両
本
を
比
較
す
る
と
、
本
文
全
体
は
ほ
ぼ
同
じ
でＫ
あ
り
な
が
ら
、
書
体
の
異
な
る
字
が
多
数
あ
り
、
全
体
と
し
て
両
本
が
同
一
人
の
筆
跡
と
は
確
定
し
が
た
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
古
活
字
版
が
版
下
通
り
で
は
な
い
既
成
の
活
字
を
用
い
て
版
面
を
形
成
し
た
場
合
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
結
果
に
な
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ま
た
印
刷
形
式
が
古
活
字
版
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
版
下
も
そ
の
筆
者
が
他
人
の
文
章
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
原
本
筆
者
の
書
体
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
。
書
簡
を
書
く
場
合
の
よ
う
に
自
身
の
言
葉
を
自
身
の
書
体
で
書
い
て
い
る
場
合
と
は
異
な
る
。
　
し
た
が
っ
て
全
体
と
し
て
三
宅
亡
羊
の
筆
跡
と
判
断
す
る
の
に
躊
躇
さ
せ
る
要
素
は
あ
る
が
、
前
頁
図
の
両
本
の
個
々
の
字
を
比
較
す
る
と
、「
う
れ
し
」（
大
東
急
本
の
一
行
目
）「
さ
る
心
」（
同
二
行
目
）「
あ
る
時
我
」（
同
五
行
目
）
の
よ
う
に
書
体
が
よ
く
似
て
い
る
字
が
あ
り
、
全
体
の
雰
囲
気
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
し
大
東
急
本
の
こ
の
部
分
が
三
宅
亡
羊
の
自
筆
に
よ
る
写
し
で
あ
れ
ば
、
慶
長
一
八
年
刊
本
は
三
宅
亡
羊
の
筆
写
し
た
版
下
を
印
刷
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
　
今
日
、
亡
羊
の
筆
跡
に
付
い
て
は
前
記
白
嵜
顕
成
氏
の
論
文
中
の
漢
詩
短
冊
・
書
簡
・
懐
紙
・
画
賛
や
他
の
書
籍Ｌ
の
書
状
・
肖
像
画
賛
な
ど
の
写
真
版
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
れ
ら
三
宅
亡
羊
自
筆
資
料
に
よ
れ
ば
、
亡
羊
の
筆
跡
の
目
だ
っ
た
特
徴
に
、「
」（
草
冠
）
を
書
く
場
合
、
た
て
の
二
画
を
左
右
に
は
な
れ
た
位
置
か
ら
中
に
む
か
っ
て
近
づ
く
よ
う
に
下
ろ
し
て
書
く
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
の
特
徴
は
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
に
も
全
体
に
渡
っ
て
見
ら
れ
る
。
　
こ
の
「
」（
草
冠
）
の
特
徴
あ
る
書
き
方
は
、
能
筆
と
し
て
著
名
で
多
数
の
書
跡
の
残
る
烏
丸
光
広
の
書Ｍ
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
徴
証
も
あ
る
。
　
三
宅
亡
羊
は
千
宗
旦
の
弟
子
と
し
て
茶
人
と
し
て
も
そ
の
名
が
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知
ら
れ
た
が
、
京
都
の
商
人
で
あ
っ
た
藤
村
庸
軒
（
一
六
一
三
│
一
六
九
九
）
に
儒
学
を
指
導
しＮ
、
香
の
茶
を
伝
え
た
（
久
須
美
疎
安
『
茶
話
指
月
集
』）。
亡
羊
は
庸
軒
の
父
と
も
親
し
く
、
亡
羊
の
養
子
道
乙
大
遺
は
庸
軒
と
親
し
く
交
流
し
た
。
す
な
わ
ち
三
宅
氏
、
藤
村
氏
は
二
代
に
渡
っ
て
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
三
宅
亡
羊
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
藤
村
庸
軒
が
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
に
少
年
時
代
以
来
六
〇
年
目
に
め
ぐ
り
あ
い
、「
此
徒
然
草
二
巻
予
師
亡
羊
寫w
親
筆Ｏq
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
小
論
で
は
、
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
版
下
の
筆
跡
は
三
宅
亡
羊
そ
の
人
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
。
　
そ
れ
か
ら
慶
長
一
八
年
刊
本
の
刊
語
跋
文
は
整
版
に
よ
る
も
の
で
あ
るＰ
。「
黄
門　
光
広
」
と
烏
丸
光
広
の
署
名
の
あ
る
も
の
で
、
烏
丸
光
広
の
花
押
が
加
署
さ
れ
て
い
る
現
存
本
も
あ
るＱ
。
能
筆
で
知
ら
れ
た
烏
丸
光
広
の
筆
跡
は
「
変
転
自
在
で
奔
放
、
し
か
も
雑
多Ｒ
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
跋
文
は
行
書
体
で
一
字
一
字
が
区
切
ら
れ
て
お
り
、
連
綿
体
で
は
な
い
。
そ
の
跋
文
中
の
「
泉
」「
之
」
「
於
」「
志
」「
忘
」「
恐
」「
慶
」
の
字
の
終
画
に
、
終
筆
を
真
横
に
引
く
よ
う
に
収
め
る
癖
の
あ
る
光
広
の
書
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
　
ま
た
跋
文
中
に
「
吉
田
兼
好
法
師
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
字
は
二
三
年
後
の
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
の
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
・
奥
書
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵Ｓ
）
に
も
あ
る
。
両
者
を
比
べ
る
と
、
書
体
が
や
や
異
な
る
が
同
一
人
の
書
い
た
も
の
と
し
て
も
無
理
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
刊
語
跋
文
は
烏
丸
光
広
の
筆
跡
を
版
下
に
し
て
印
刷
し
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
。
四
　
三
宅
亡
羊
は
自
ら
『
徒
然
草
』
の
版
下
を
書
き
、
親
し
か
っ
た
烏
丸
光
広
に
校
訂
さ
せ
て
、
そ
れ
を
印
刷
刊
行
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
な
ぜ
「
以w
晦
（
暇
）
日q
対w
二
三
子q
戯
講
」
し
て
い
た
程
度
の
『
徒
然
草
』
を
印
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
亡
羊
の
生
き
た
近
世
初
期
の
知
識
人
の
中
に
、『
徒
然
草
』
を
は
じ
め
と
す
る
国
文
学
の
古
典
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
読
み
且
つ
研
究
す
る
人
が
多
く
出
、
そ
の
成
果
が
し
ば
し
ば
印
刷
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
三
宅
亡
羊
の
『
徒
然
草
』
刊
行
の
要
三
宅
亡
羊
と
『
徒
然
草
』
の
刊
行
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因
の
一
つ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
ず
当
時
の
知
識
人
の
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
の
関
心
の
表
し
方
に
つ
い
て
だ
が
、
亡
羊
の
師
・
藤
原
惺
窩
は
国
文
学
に
く
わ
し
く
『
徒
然
草
』
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
松
永
貞
徳
と
議
論
し
て
い
る
（
松
永
貞
徳
『
慰
草
』）。
惺
窩
の
周
辺
に
い
た
松
永
貞
徳
や
林
羅
山
た
ち
は
、
慶
長
八
・
九
年
頃
か
ら
『
徒
然
草
』
の
公
開
講
義
を
お
こ
な
う
（『
慰
草
』
跋
文
）
な
ど
互
い
に
理
解
を
深
め
、
後
に
松
永
貞
徳
は
『
慰
草
』（
慶
安
五
年
刊
）、
林
羅
山
は
『
野
槌
』（
元
和
七
年
刊
）
と
い
う
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
を
印
刷
刊
行
し
て
い
る
。
　
ま
た
三
宅
亡
羊
の
知
り
合
い
で
は
、
亡
羊
が
香
炉
の
茶
の
湯
の
伝
授
を
受
け
た
細
川
幽
齋
が
『
徒
然
草
』
を
一
子
幸
隆
に
写
さ
せ
て
「
老
の
友
」
と
し
た
写
本
が
あ
りＴ
、
亡
羊
と
最
も
親
し
か
っ
た
烏
丸
光
広
が
書
写
し
た
と
伝
え
る
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
が
あ
るＵ
。
亡
羊
の
茶
友
小
堀
遠
州
に
も
、
遠
州
書
き
入
れ
本
の
『
徒
然
草
』
が
遺
さ
れ
て
い
るＶ
。
　
さ
ら
に
三
宅
亡
羊
の
『
徒
然
草
』
講
義
の
影
響
を
想
像
さ
せ
る
写
本
に
伝
中
和
門
院
本
が
あ
るＷ
。
中
和
門
院
は
後
陽
成
院
の
准
后
で
後
水
尾
院
の
生
母
で
あ
り
、
亡
羊
に
特
別
の
恩
義
を
感
じ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
（『
履
歴
』）。
　
こ
の
よ
う
に
亡
羊
の
周
辺
に
『
徒
然
草
』
を
研
究
・
書
写
す
る
と
い
っ
た
関
心
は
溢
れ
て
い
た
と
も
い
え
、
こ
う
し
た
一
種
の
ブ
ー
ム
の
中
で
そ
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
三
宅
亡
羊
に
よ
る
慶
長
一
八
年
刊
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
い
え
る
。
　
そ
れ
で
は
、
亡
羊
自
身
は
ど
の
よ
う
な
関
心
を
『
徒
然
草
』
に
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
刊
語
跋
文
に
「
亡
羊
処
士
、
箕
踞w
洛
之
草
盧a
而
李
老
之
虚
無
、
説w
荘
生
之
自
然z
且
、
以w
晦
（
暇
）
日a
対w
二
三
子a
戯
講
焉
」
と
あ
る
ご
と
く
、
三
宅
亡
羊
は
老
荘
の
「
無
為
自
然
」
思
想
の
講
義
と
と
も
に
『
徒
然
草
』
を
講
義
し
て
い
た
。『
履
歴
』
に
拠
れ
ば
亡
羊
は
二
四
・
五
歳
頃
、
岐
阜
中
納
言
（
織
田
信
長
孫
秀
信
）
に
「
徒
然
草
・
老
子
経
な
ど
御
講
釈
」
と
あ
り
、
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
五
四
歳
の
時
「
仙
洞
に
て
徒
然
草
・
老
子
経
講
義
」
と
あ
る
。
三
宅
亡
羊
は
『
徒
然
草
』
を
「
老
子
経
」
あ
る
い
は
老
荘
思
想
と
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
亡
羊
は
老
荘
思
想
の
理
解
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
（『
履
歴
』）
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た
し
か
に
『
徒
然
草
』
に
は
、
た
と
え
ば
そ
の
一
三
段
に
「
ひ
と
り
、
燈
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、こ
よ
な
う
慰
む
わ
ざ
な
る
。文
は
、文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
白
氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、
南
華
の
篇
。
こ
の
国
の
博
士
ど
も
の
書
け
る
物
も
、
い
に
し
へ
の
は
、
あ
わ
れ
な
る
事
多
か
り
」
と
あ
る
。
南
華
と
は
荘
子
に
与
え
ら
れ
た
号
の
こ
と
で
あ
り
、
兼
好
は
『
文
選
』
や
『
白
氏
文
集
』
と
と
も
に
老
荘
の
諸
篇
に
「
あ
わ
れ
」
を
読
み
取
っ
て
い
た
。『
徒
然
草
』
に
は
他
に
も
七
段
、
三
八
段
、
九
七
段
、
一
二
〇
段
な
ど
に
『
老
子
』『
荘
子
』
の
諸
篇
か
ら
の
引
用
ま
た
は
影
響
を
う
け
た
文
が
あ
り
、
兼
好
が
老
荘
の
無
為
自
然
の
思
想
か
ら
く
る
隠
逸
生
活
に
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
るＸ
。
　
し
か
し
儒
者
三
宅
亡
羊
の
老
荘
思
想
に
も
と
づ
く
『
徒
然
草
』
理
解
の
仕
方
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
当
時
の
知
識
人
の
『
徒
然
草
』
の
理
解
の
仕
方
の
中
に
は
秦
宗
巴
の
慶
長
九
年
刊
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
よ
う
に
、「
兼
好
得
道
ノ
大
意
ハ
儒
釈
道
ノ
三
教
ヲ
兼
備
ス
ル
者
歟
」
と
儒
教
・
仏
教
・
道
教
を
原
理
と
す
る
道
に
係
わ
る
書
物
と
考
え
、「
作
意
ハ
老
・
仏
ヲ
本
ト
シ
テ
、
無
常
ヲ
観
ジ
名
聞
ヲ
離
レ
、
専
ラ
無
為
ヲ
楽
ン
事
ヲ
勧
メ
」
と
老
子
・
仏
教
の
無
為
・
無
常
思
想
に
作
者
兼
好
の
本
意
が
有
る
、
と
す
る
見
方
が
あ
っ
た
。
亡
羊
は
儒
学
者
で
あ
っ
た
か
ら
表
向
き
は
仏
教
思
想
を
と
ら
な
い
が
、
そ
の
経
歴
に
は
高
野
山
や
大
徳
寺
に
お
け
る
仏
道
修
業
が
見
ら
れ
る
（『
履
歴
』）。
禅
学
ほ
か
仏
教
へ
の
理
解
は
深
か
っ
た
し
、
亡
羊
の
老
荘
理
解
そ
の
も
の
が
禅
仏
教
と
の
交
流
や
道
教
に
入
り
込
ん
だ
老
荘
思
想
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
三
宅
亡
羊
と
秦
宗
巴
の
『
徒
然
草
』
理
解
は
案
外
近
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
儒
学
者
と
し
て
の
三
宅
亡
羊
は
、『
履
歴
』
や
そ
の
漢
学
の
講
義
録
と
も
い
う
べ
き
四
七
五
篇
を
超
え
る
『
小
子
夜
話
』（
寛
永
一
九
年
序Ｙ
）
に
よ
れ
ば
、
儒
者
と
し
て
論
語
・
孟
子
な
ど
経
書
を
講
義
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
学
・
歴
史
・
政
治
学
な
ど
の
多
数
の
漢
籍
や
『
日
本
紀
』『
中
臣
秡
』
ま
で
講
義
し
て
お
り
、
学
者
と
し
て
の
読
書
研
究
範
囲
は
す
こ
ぶ
る
ひ
ろ
く
そ
の
姿
勢
を
「
寧
ろ
雑
駁Ｚ
」
と
さ
え
評
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
三
宅
亡
羊
の
『
徒
然
草
』
理
解
の
老
荘
思
想
と
関
連
す
る
具
体
的
事
例
を
一
点
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
三
宅
亡
羊
と
『
徒
然
草
』
の
刊
行
─　　─47
　
『
履
歴
』
の
「
書
籍
御
通
達
ノ
事
」
の
項
目
中
で
亡
羊
は
、『
荘
子
』『
老
子
経
』
の
「
義
利
」
に
通
じ
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
に
「
柳
子
厚
文
、
御
好
み
候
て
、
文
書
の
内
に
て
殊
に
柳
子
厚
文
、
再
三
御
覧
候
」
と
あ
り
、
亡
羊
は
唐
宋
八
大
家
の
一
人
柳
宗
元
の
文
章
を
好
み
、
養
子
の
道
乙
は
、
そ
の
文
章
が
両
者
似
て
い
た
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
　
亡
羊
が
「
古
人
事
跡
」
を
集
め
て
弟
子
達
に
講
義
し
た
『
小
子
夜
話
』
に
も
、
署
名
の
あ
る
も
の
の
中
で
は
柳
宗
元
の
文
が
最
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
篇
「
答w
韋
中
立q
書
」
の
中
で
柳
宗
元
は
「
始
吾
幼
且
少
。
為w
文
章a
以p
辞
為p
工
。
及p
長
及
知w
文
者
以
明o
道
」
と
書
く
。
す
な
わ
ち
幼
い
時
は
、
文
章
は
字
句
を
巧
み
に
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
た
が
、
長
じ
て
文
は
道
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
柳
宗
元
は
よ
い
文
章
を
作
る
方
法
と
し
て
、
古
典
を
あ
ま
ね
く
研
究
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
『
書
経
』『
詩
経
』『
礼
記
』『
春
秋
』『
易
経
』
『
穀
梁
伝
』『
孟
子
』『
荀
子
』『
荘
子
』『
老
子
』『
国
語
』『
離
騒
』
『
史
記
』
と
い
っ
た
古
典
を
研
究
し
て
道
の
根
源
を
求
め
、
そ
の
長
所
を
と
っ
て
文
章
を
作
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
　
ま
さ
し
く
三
宅
亡
羊
も
『
履
歴
』
や
『
小
子
夜
話
』
に
よ
れ
ば
、
四
書
五
経
の
経
書
を
主
と
し
な
が
ら
も
『
老
子
』『
荘
子
』
を
ふ
く
む
多
く
の
漢
籍
・
古
典
を
講
義
し
て
、
柳
宗
元
と
同
じ
く
文
章
の
な
か
に
道
を
読
取
ろ
う
と
し
て
い
た
。
亡
羊
が
理
解
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
老
荘
思
想
の
要
は
道
の
思
想
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
「
文
者
以
明p
道
」（
文
は
道
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
）
と
い
う
柳
宗
元
な
い
し
そ
の
文
章
を
選
ん
だ
三
宅
亡
羊
の
考
え
は
、
『
徒
然
草
』
百
二
二
段
の
「
人
の
才
能
は
、
文
明
ら
か
に
し
て
、
聖
の
教
へ
を
知
れ
る
を
第
一
と
す
」
と
文
章
に
聖
賢
の
教
え
を
読
み
取
る
こ
と
を
大
事
と
す
る
兼
好
の
考
え
に
通
じ
よ
う
。
亡
羊
は
、
自
ら
求
め
る
「
道
」
と
兼
好
の
「
聖
の
教
え
」
と
を
大
き
く
違
わ
な
い
も
の
と
し
て
理
解
し
た
は
ず
で
あ
る
。
　
三
宅
亡
羊
は
「
文
明
ら
か
に
し
て
、
聖
の
教
へ
を
知
れ
る
を
第
一
」
と
し
た
兼
好
法
師
の
姿
勢
に
共
感
し
、『
徒
然
草
』
の
文
章
中
に
老
荘
思
想
に
も
と
づ
く
亡
羊
の
求
め
る
道
を
読
取
ろ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
　
三
宅
亡
羊
の
ほ
か
に
も
多
く
の
近
世
初
期
の
知
識
人
が
『
徒
然
草
』
に
関
心
興
味
を
持
っ
て
読
書
研
究
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
人
々
す
べ
て
が
自
ら
の
成
果
を
印
刷
刊
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
書
写
に
留
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
意
思
が
亡
羊
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
印
行
と
い
う
事
業
を
お
こ
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
亡
羊
独
自
の
印
刷
刊
行
の
動
機
を
考
え
る
に
は
『
徒
然
草
』
刊
行
の
慶
長
一
八
年
、
三
四
歳
ま
で
の
三
宅
亡
羊
の
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
　
三
宅
家
は
南
北
朝
以
来
代
々
堺
を
代
表
す
る
商
人
で
あ
り
、
材
木
商
で
あ
っ
た
。
三
好
長
慶
・
織
田
信
長
時
代
は
堺
の
三
会
合
の
一
と
し
て
栄
え
た
。
し
か
し
豊
臣
秀
吉
時
代
に
石
田
三
成
が
堺
奉
行
に
な
っ
て
か
ら
、
政
治
的
・
経
済
的
に
衰
え
、
亡
羊
の
父
の
代
に
一
家
離
散
に
な
っ
た
（『
引
接
寺
縁
起
』『
蔗
軒
日
録
』『
三
宅
子
燕
墓
碑
銘
文
』）。
三
宅
亡
羊
は
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
生
れ
で
一
九
歳
で
堺
を
離
れ
伏
見
、
京
都
に
出
た
。
以
下
『
履
歴
』
に
よ
る
と
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
一
九
歳 
父
宗
岩
が
没
し
「
始
て
学
に
御
志
し
候
」
と
学
問
に
生
き
る
志
を
立
て
た
。（
堺
時
代
に
禅
通
寺
の
文
勢
に
『
三
体
詩
』『
錦
繍
段
』
を
読
習
し
て
い
た
）
慶
長
八
・
九
年
（
一
六
〇
三
・
四
）
頃
二
四
・
五
歳 
高
野
山
に
の
ぼ
っ
て
五
・
六
年
勤
学
。
そ
の
間
、『
徒
然
草
』『
老
子
経
』
講
義
。（
ま
た
同
じ
く
二
四
・
五
歳
頃
。
黒
田
長
政
に
仕
え
、
筑
前
へ
で
か
け
て
そ
こ
に
三
・
四
年
滞
留
し
て
侍
講
と
し
て
仕
え
た
、
と
あ
る
。
帰
京
後
大
徳
寺
前
で
庵
室
を
結
び
、
大
徳
寺
で
二
年
禅
学
）
慶
長
一
二
・
三
年
（
一
六
〇
七
・
八
）
頃
二
八
・
九
歳 
近
衛
三
藐
院
（
信
尹
）
に
お
目
見
え
。
次
い
で
信
尹
の
甥
で
養
嗣
子
と
な
っ
た
信
尋
な
ど
三
御
所
に
お
目
見
え
。
三
御
所
の
父
後
陽
成
天
皇
の
下
問
を
受
け
る
。
ま
た
こ
の
頃
種
（
腫
）
物
保
養
の
た
め
但
馬
の
湯
三
宅
亡
羊
と
『
徒
然
草
』
の
刊
行
─　　─49
へ
入
っ
た
り
、
吉
野
の
花
の
見
物
を
す
る
。
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
三
〇
歳 
津
軽
越
中
守
信
牧
に
供
し
て
弘
前
へ
。
一
年
後
帰
京
。
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
三
一
歳 
帰
京
し
て
、
一
条
通
り
に
借
宅
し
て
か
ら
長
者
町
へ
う
つ
り
、
左
右
の
隣
家
を
買
い
足
す
。
そ
こ
で
四
書
講
釈
を
度
々
す
る
。
と
い
う
の
が
三
四
歳
以
前
の
亡
羊
の
主
な
事
跡
で
あ
る
。
　
こ
の
間
、
黒
田
長
政
に
仕
え
た
折
に
は
岩
崎
と
い
う
祐
筆
と
「
文
字
数
」
を
競
い
、
筑
前
よ
り
帰
京
後
学
友
の
長
沢
道
寿
と
難
問
を
出
し
合
っ
て
議
論
。
頂
妙
寺
で
「
老
子
経
」
を
講
義
し
た
時
に
は
「
無
縁
の
者
」
か
ら
難
問
を
出
さ
れ
滞
り
な
く
答
え
た
。
ま
た
藤
原
惺
窩
の
前
で
自
作
の
漢
詩
に
つ
い
て
林
羅
山
ら
か
ら
批
判
を
う
け
て
い
る
。
　
こ
う
し
て
み
る
と
、
京
都
に
出
て
か
ら
三
〇
歳
代
は
じ
め
ま
で
の
亡
羊
の
姿
を
特
徴
付
け
る
と
し
た
ら
、
同
僚
と
競
っ
た
り
、
公
開
講
義
を
す
る
な
ど
、
学
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
べ
く
努
力
し
て
い
た
頃
と
い
え
よ
う
。
　
亡
羊
は
三
七
・
八
歳
頃
、
藤
堂
高
虎
・
大
学
の
藤
堂
家
に
出
入
し
親
子
の
高
配
を
受
け
て
御
伽
衆
に
な
っ
たａ
。
ま
た
藤
堂
高
虎
を
通
し
て
後
水
尾
天
皇
の
弟
近
衛
應
山
（
信
尋
）
と
師
弟
関
係
を
結
び
、
寛
永
一
〇
年
五
四
歳
の
時
に
後
水
尾
院
に
『
徒
然
草
』『
老
子
』
を
進
講
し
た
。
死
後
、
院
か
ら
鷹
峰
に
墓
所
を
い
た
だ
い
て
い
る
（『
先
哲
叢
談
後
編
』）。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
五
月
、
七
〇
歳
の
時
の
『
遺
書
』
で
、
亡
羊
は
「
学
者
に
て
是
ほ
ど
も
立
身
し
た
る
亡
羊
」
と
自
ら
を
語
っ
て
い
る
が
、
慶
長
一
八
年
の
『
徒
然
草
』
を
刊
行
し
た
三
四
歳
頃
は
、
学
者
と
し
て
立
身
す
る
前
の
「
学
者
の
名
を
よ
ば
れ
る
」（『
遺
書
』）
こ
と
を
求
め
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
　
三
宅
亡
羊
が
『
徒
然
草
』
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
、
烏
丸
光
広
に
校
訂
を
依
頼
し
て
本
文
の
綿
密
を
期
し
、
刊
語
跋
文
に
自
分
の
名
を
出
し
た
の
も
、
常
に
他
人
か
ら
の
批
評
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
学
者
と
し
て
の
自
分
を
意
識
し
、
責
任
の
あ
り
か
を
明
確
に
し
て
そ
の
評
価
を
得
よ
う
と
し
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
　
三
宅
亡
羊
の
『
徒
然
草
』
刊
行
の
動
機
に
は
、『
徒
然
草
』
の
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研
究
・
刊
行
ブ
ー
ム
の
中
で
、
他
本
よ
り
正
確
な
テ
キ
ス
ト
を
世
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
　
亡
羊
に
印
刷
刊
行
の
意
思
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
人
と
技
術
が
な
け
れ
ば
刊
行
で
き
な
か
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
亡
羊
が
京
都
で
学
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
代
は
古
活
字
版
の
隆
盛
時
代
で
あ
り
、
京
都
の
各
地
で
書
物
の
印
刷
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
　
古
活
字
版
の
嚆
矢
は
後
陽
成
天
皇
の
勅
命
に
よ
る
文
禄
二
年
『
古
文
孝
経
』
と
い
わ
れ
て
お
り
、
次
代
の
後
水
尾
天
皇
、
徳
川
家
康
と
い
っ
た
為
政
者
が
活
字
印
刷
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
寺
院
や
、
民
間
人
も
活
字
印
刷
に
関
与
し
た
。
こ
れ
ら
初
期
の
刊
行
書
は
漢
籍
・
仏
典
中
心
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
で
そ
れ
ま
で
写
本
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
日
本
の
古
典
・
国
文
学
書
の
印
刷
刊
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
嵯
峨
本
の
角
倉
素
庵
な
ど
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
たｂ
。
　
そ
の
国
文
学
書
の
な
か
で
も
『
徒
然
草
』
は
最
も
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
慶
長
か
ら
寛
永
年
間
の
四
〇
年
の
間
に
一
四
版
に
達
す
る
と
い
うｃ
。慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
も
そ
の
一
版
で
、『
徒
然
草
』
刊
行
の
流
行
に
の
っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
先
述
の
ご
と
く
亡
羊
独
特
の
書
体
の
版
下
を
活
字
に
し
て
組
合
さ
れ
た
本
書
は
、
多
数
の
文
学
書
の
古
活
字
版
の
中
で
も
特
徴
的
な
印
刷
が
為
さ
れ
て
い
た
。
　
そ
れ
は
ま
ず
、
・
古
活
字
本
の
文
学
書
は
、
無
刊
記
の
平
仮
名
・
片
仮
名
交
じ
り
本
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
慶
長
一
八
年
刊
本
は
烏
丸
光
広
の
刊
記
跋
文
を
持
っ
て
い
る
平
仮
名
交
じ
り
本
で
あ
るｄ
。
　
ま
た
、
印
刷
技
術
的
に
は
・
仮
名
活
字
に
濁
点
を
つ
け
、
文
中
に
句
読
点
を
印
刷
し
た
版
式
で
あ
る
点
が
め
ず
ら
し
いｅ
。
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
い
わ
ば
多
く
の
古
活
字
版
の
本
の
中
で
も
、
三
宅
亡
羊
と
い
う
刊
行
者
の
個
性
主
張
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
印
刷
本
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
亡
羊
は
自
ら
書
写
し
た
版
下
を
、
具
体
的
に
、
だ
れ
の
工
房
に
三
宅
亡
羊
と
『
徒
然
草
』
の
刊
行
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依
頼
し
て
活
字
を
作
り
、
印
刷
、
製
本
、
刊
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
た
と
え
ば
当
時
盛
ん
に
印
刷
を
行
な
い
、
面
識
の
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
るｆ
嵯
峨
本
の
刊
行
者
角
倉
素
庵
の
工
房
に
依
頼
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
森
上
修
氏
に
よ
れ
ばｇ
、
角
倉
素
庵
は
天
正
期
末
か
ら
京
都
嵯
峨
野
に
印
刷
工
房
を
つ
く
り
、
慶
長
三
・
四
年
に
は
平
仮
名
の
連
続
活
字
を
調
進
で
き
た
。
慶
長
一
三
年
か
ら
一
五
年
に
に
か
け
て
光
悦
流
の
連
綿
体
の
連
続
活
字
を
多
用
し
て
『
伊
勢
物
語
』
を
初
め
と
す
る
嵯
峨
本
を
印
刷
刊
行
し
た
。
こ
の
慶
長
一
三
年
刊
『
伊
勢
物
語
』
に
は
中
院
通
勝
の
刊
記
が
つ
い
て
い
る
。
嵯
峨
本
印
行
を
依
頼
し
た
の
は
大
名
筋
や
京
町
衆
の
長
者
筋
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
五
種
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
嵯
峨
本
『
徒
然
草ｈ
』
に
は
慶
長
一
八
年
刊
本
を
特
徴
付
け
る
句
読
点
・
濁
点
を
持
つ
本
は
見
ら
れ
な
い
。
　
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
印
刷
を
引
き
受
け
、
刊
行
し
た
人
物
と
過
程
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
慶
長
年
間
の
京
都
に
は
角
倉
素
庵
の
印
刷
工
房
で
な
く
と
も
、
刊
記
を
持
ち
、
句
読
点
・
濁
点
を
持
つ
個
性
的
な
慶
長
一
八
年
刊
本
を
印
刷
刊
行
す
る
古
活
字
版
の
技
術
を
持
っ
た
工
房
が
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
ず
、
刊
記
を
持
っ
て
い
る
点
、
こ
れ
は
技
術
的
な
問
題
で
は
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
中
院
通
勝
が
か
か
わ
っ
た
慶
長
一
三
年
刊
の
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
巻
末
刊
語
の
例
が
あ
るｉ
。
ま
た
慶
長
年
間
刊
と
さ
れ
る
中
院
本
『
平
家
物
語
』
も
刊
記
を
持
ち
、
黒
丸
の
句
読
点
を
印
刷
し
て
い
る
。
但
し
濁
点
は
な
いｊ
。
　
つ
ぎ
に
、
同
じ
く
慶
長
年
間
刊
の
一
二
行
本
『
徒
然
草
』
や
一
二
行
異
植
字
版
『
徒
然
草
』
も
句
読
点
を
付
刻
し
て
い
る
。
但
し
い
ず
れ
も
無
刊
記
で
慶
長
一
八
年
刊
本
と
句
読
点
の
打
た
れ
た
場
所
が
異
な
る
箇
所
が
多
く
あ
るｋ
。
　
そ
れ
か
ら
、
慶
長
一
八
年
よ
り
や
や
下
る
が
元
和
年
間
刊
の
『
秋
の
夜
の
長
物
語
』
が
句
読
点
・
濁
点
を
持
つｌ
。
　
こ
の
よ
う
に
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
よ
う
に
、
刊
記
を
持
ち
、
か
つ
句
読
点
・
濁
点
を
持
つ
本
と
同
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
慶
長
一
八
年
頃
に
は
、
本
文
中
に
句
読
点
・
濁
点
付
の
古
活
字
版
を
刊
行
す
る
印
刷
技
術
を
も
っ
た
工
房
が
、
三
宅
亡
羊
の
生
活
し
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た
京
都
に
で
き
上
が
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
　
ち
な
み
に
、
い
ず
れ
も
古
活
字
版
だ
が
、
文
禄
五
年
刊
の
小
瀬
甫
庵
の
『
補
注
蒙
求
』
に
は
「
西
洞
院
通
勘
解
由
小
路
南
町
」
の
住
居ｍ
の
こ
と
が
記
入
さ
れ
、
慶
長
一
四
年
刊
『
古
文
眞
寶
後
集
』
を
刊
行
し
た
本
屋
新
七
の
居
所
は
「
室
町
通
近
衛
町ｎ
」
と
あ
る
。
両
所
と
も
御
所
の
西
側
で
、
三
宅
亡
羊
の
居
住
し
た
「
清
和
院
町
つ
き
ぬ
き
、
長
者
町
南
顔ｏ
」
に
近
接
し
て
い
る
。
　
三
宅
亡
羊
が
だ
れ
の
工
房
に
依
頼
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
京
都
の
街
中
で
亡
羊
の
求
め
る
古
活
字
版
刊
行
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
人
と
そ
の
工
房
に
依
頼
し
て
、
亡
羊
の
主
張
を
も
っ
た
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
は
印
刷
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
七
　
し
か
し
三
四
歳
の
、
泉
州
堺
出
身
で
都
に
さ
し
た
る
後
ろ
盾
を
持
た
ず
、
学
者
と
し
て
も
地
位
の
確
立
し
て
い
な
い
頃
の
三
宅
亡
羊
が
、
個
人
で
『
徒
然
草
』
を
印
刷
刊
行
で
き
た
の
は
、
そ
の
意
志
が
あ
り
周
辺
に
印
刷
技
術
が
あ
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
亡
羊
は
そ
の
資
金
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
堺
の
民
間
人
に
よ
る
出
版
の
先
達
阿
佐
井
野
氏
の
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
の
『
医
書
大
全
』
の
刊
行
を
「
捨
財
刊
行
」（
跋
文
刊
語
）
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
阿
佐
井
野
氏
は
能
登
屋
出
身
と
い
わ
れ
て
お
り
、
亡
羊
の
先
祖
三
宅
氏
と
と
も
に
堺
の
会
合
衆
の
代
表
で
あ
り
、
代
々
の
豪
商
で
あ
っ
た
。
　
三
宅
亡
羊
の
『
徒
然
草
』
刊
行
の
三
四
歳
の
頃
は
、
黒
田
氏
の
恩
顧
を
蒙
る
な
ど
収
入
を
得
て
は
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
学
者
と
し
て
の
地
位
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、『
徒
然
草
』
刊
行
の
費
用
を
出
せ
る
ほ
ど
収
入
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
蓄
え
、
す
な
わ
ち
堺
の
豪
商
で
あ
り
会
合
衆
で
あ
っ
た
三
宅
氏
の
財
産
を
引
き
継
い
で
、
そ
の
生
活
基
盤
を
父
祖
の
代
ま
で
に
蓄
積
し
て
い
た
財
力
に
お
い
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
亡
羊
の
『
履
歴
』
に
「
鄙
吝
に
な
く
候
て
、
金
銀
御
た
く
わ
へ
な
く
、
有
次
第
遣
候
事
」
と
か
家
屋
敷
の
証
文
を
養
子
の
道
乙
に
初
対
面
の
自
分
に
渡
し
置
い
た
（『
遺
書
』）
と
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
現
金
や
土
地
家
屋
に
頓
着
し
な
い
姿
勢
に
、
か
え
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
換
金
で
き
る
蓄
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
三
宅
亡
羊
と
『
徒
然
草
』
の
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行
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亡
羊
は
七
〇
歳
の
没
年
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
五
月
に
養
子
三
宅
道
乙
ほ
か
四
人
に
全
一
一
四
点
の
遺
品
を
分
け
与
え
て
い
る
。
そ
の
『
遺
品
目
録ｐ
』
の
中
で
、
亡
羊
は
一
部
の
遺
品
に
つ
い
て
換
金
し
て
借
金
を
か
え
し
、
亡
羊
の
墓
所
を
求
め
る
こ
と
に
あ
て
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
遺
品
の
多
く
は
茶
釜
・
茶
碗
な
ど
の
茶
道
具
、
香
箱
・
香
炉
な
ど
の
香
道
具
で
あ
っ
た
。
中
に
は
雪
舟
の
絵
。
利
休
の
小
刀
。
遠
州
の
釜
。
定
家
・
一
休
・
牡
丹
花
・
沢
庵
な
ど
の
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
亡
羊
は
楚
石
梵
碕
（
一
二
九
七
│
一
三
七
一
）
の
墨
蹟
と
い
っ
た
当
時
の
一
級
品
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
も
売
却
し
て
そ
の
益
を
弟
に
与
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
（『
遺
書
』）。
　
こ
れ
ら
の
道
具
類
は
亡
羊
一
代
で
収
集
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
堺
で
栄
え
た
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
茶
の
湯
は
豪
商
の
文
化
で
あ
り
、
堺
商
人
の
ほ
と
ん
ど
が
茶
人
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
っ
たｑ
。
　
三
宅
亡
羊
は
茶
道
具
・
香
道
具
の
よ
う
な
い
ざ
と
い
う
時
に
換
金
可
能
な
も
の
を
堺
を
出
る
時
に
先
祖
か
ら
ひ
き
つ
い
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
換
金
可
能
な
資
産
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
三
四
歳
の
学
者
と
し
て
地
位
が
安
定
す
る
前
の
時
期
の
『
徒
然
草
』
刊
行
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
八
　
最
後
に
三
宅
亡
羊
と
出
身
地
堺
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
亡
羊
は
父
宗
岩
が
慶
長
三
年
に
亡
く
な
っ
た
時
一
九
歳
（『
履
歴ｒ
』）
で
、
そ
れ
か
ら
学
に
志
し
て
堺
を
出
た
。
以
後
京
都
を
中
心
に
生
活
し
、
堺
に
拠
点
を
戻
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
沢
庵
の
詩
「
和
亡
羊
隠
士
試
毫
韻
」
に
「
風
流
人
洛
陽
涯
」（
沢
庵
『
明
暗
雙
雙
集
』）
と
あ
る
。
三
宅
亡
羊
が
天
皇
の
侍
講
と
な
る
な
ど
学
者
と
し
て
名
が
出
た
の
も
、
茶
人
と
し
て
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
藤
堂
高
虎
に
仕
え
た
中
年
の
三
七
・
八
歳
以
後
の
京
都
で
の
こ
と
で
あ
る
（『
履
歴
』『
松
屋
会
記
』）。
　
し
か
し
三
宅
亡
羊
の
『
履
歴
』
に
は
京
都
で
の
活
躍
以
後
も
終
生
堺
と
の
係
わ
り
が
見
ら
れ
る
。
・
寛
永
四
年
（
四
八
歳
）
近
衛
應
山
（
信
尋
）
の
お
供
で
堺
南
宗
寺
を
見
学
。
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・
寛
永
一
一
年
（
五
五
歳
）
先
祖
が
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
に
建
立
し
た
堺
引
接
寺
の
住
僧
が
来
、
そ
の
乞
い
を
い
れ
て
銀
子
を
寄
進
。（
ち
な
み
に
亡
羊
に
到
る
三
宅
氏
七
代
は
堺
引
接
寺
に
葬
ら
れ
た
と
い
うｓ
）。
と
あ
る
。
　
親
し
か
っ
た
烏
丸
光
広
は
亡
羊
三
四
歳
の
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
の
跋
文
で
「
泉
南
亡
羊
処
士
」
と
呼
ん
で
い
る
。
亡
羊
自
身
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
六
三
歳
の
『
小
子
夜
話
』
で
「
南
海
浮
生
亡
羊
子
」
と
自
称
し
て
い
る
。
両
方
と
も
出
身
地
堺
を
意
識
し
た
呼
称
で
あ
る
。
　
一
九
歳
で
学
に
志
す
ま
で
に
、
亡
羊
は
堺
で
沢
庵
の
師
で
も
有
っ
た
文
勢
に
『
三
体
詩
』『
錦
繍
段
』
な
ど
を
学
ん
で
い
た
（『
履
歴
』）。
そ
の
人
格
形
成
・
学
問
形
成
の
基
礎
が
堺
時
代
に
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
学
者
を
め
ざ
し
て
京
都
に
出
る
決
心
を
堺
時
代
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
慶
長
一
八
年
刊
『
徒
然
草
』
は
三
宅
亡
羊
が
堺
を
離
れ
て
か
ら
一
五
年
後
の
京
都
に
お
け
る
刊
行
事
業
の
所
産
で
あ
る
。
し
か
し
京
都
で
学
者
と
し
て
名
を
確
立
す
る
以
前
の
泉
南
堺
出
身
者
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
、
先
祖
以
来
の
財
政
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
行
な
っ
た
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
堺
で
刊
行
さ
れ
た
堺
版
に
準
じ
る
も
の
と
い
え
る
。
注（１
）　
「
雅
俗
」
第
九
号　
雅
俗
の
会　
二
〇
〇
二
年
一
月
（
２
）　
「
文
学
」
第
三
巻
一
号　
岩
波
書
店　
二
〇
〇
二
年
一
月
（
３
）　
「
茶
の
湯
研
究　
和
比
」
第
一
号　
不
審
庵
文
庫　
平
成
一
五
年
四
月
（
４
）　
「
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
三
四
巻　
神
戸
女
子
大
学　
平
成
一
三
年
三
月
（
５
）　
「
教
育
諸
学
研
究
」
第
一
六
巻　
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
教
育
学
科　
平
成
一
四
年
五
月
（
６
）　
藤
堂
高
文
編
『
宗
国
史
』
下
（
寛
延
四
年
成
。
同
朋
社
出
版　
一
九
八
一
年
八
月　
四
九
二
頁
）
の
三
宅
亡
羊
に
関
す
る
記
事
に
「
経
義
積
極
深
奥
、
刊
布
五
経
干
吾
邦
、
旁
加
国
訳
」
と
亡
羊
は
他
に
も
刊
行
事
業
を
行
っ
た
か
と
受
け
取
れ
る
記
事
が
あ
る
。
（
７
）　
西
尾
実
・
安
良
岡
康
作
校
注
『
新
訂
徒
然
草
』（
岩
波
文
庫　
一
九
八
五
年
一
月
）
の
本
文
に
も
と
づ
く
。
以
下
慶
長
一
八
年
刊
本
以
外
の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。
（
８
）　
注
（
１
）
同
前
論
文
三
宅
亡
羊
と
『
徒
然
草
』
の
刊
行
─　　─55
（
９
）　
永
積
安
明
解
説
『
方
丈
記　
徒
然
草　
正
法
眼
蔵
随
聞
記　
歎
異
抄
』
日
本
古
典
文
学
全
集　
二
七　
小
学
館　
昭
和
四
六
年
八
月　
五
六
頁
（
10
）　
川
瀬
一
馬
「
正
徹
本
徒
然
草
解
説
」『
正
徹
本
徒
然
草
』
文
学
社　
昭
和
六
年
五
月　
五
頁
（
11
）　
高
乗
勲
「
徒
然
草
の
諸
本
」『
徒
然
草
講
座
』
第
三
巻　
有
精
堂
出
版　
昭
和
四
九
年
一
〇
月
（
12
）　
西
尾
実
解
説
『
方
丈
記　
徒
然
草
』
日
本
古
典
文
学
大
系
三
〇　
岩
波
書
店　
一
九
五
七
年
六
月　
七
四
頁
（
13
）　
小
林
祥
次
郎
解
説
『
徒
然
草
烏
丸
本
下
』
勉
誠
社　
昭
和
五
三
年
六
月　
三
六
一
頁
（
14
）　
桑
原
博
史
『
徒
然
草
研
究
序
説
』
明
治
書
院　
昭
和
五
一
年
二
月　
一
七
〇
頁
（
15
）　
現
存
諸
本
は
『
国
書
総
目
録
』
に
一
二
本
が
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
す
べ
て
が
同
版
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
異
植
字
版
が
あ
る
。
例
え
ば
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
新
典
社　
昭
和
四
六
年
六
月　
影
印
本
）
と
で
は
一
一
行
分
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
研
究
室
蔵
本
（
勉
誠
社　
昭
和
五
三
年
六
月　
影
印
本
）
と
で
は
一
八
行
分
に
異
な
る
書
体
の
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（
16
）　
注
（
11
）
同
前
論
文
等
（
17
）　
『
枕
草
子　
徒
然
草
』「
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
」
六　
三
省
堂　
昭
和
三
五
年
一
月　
四
四
一
頁
等
（
18
）　
『
日
本
古
典
全
集　
徒
然
草
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会　
昭
和
元
年
一
二
月　
一
五
頁
（
19
）　
川
瀬
一
馬
『
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
古
寫
古
版
物
語
文
学
解
説
』
雄
松
堂
書
店　
昭
和
四
九
年
一
〇
月　
一
二
二
頁
（
20
）　
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
、
二
七
丁
表
五
行
目
に
「
き
」
の
字
な
し
。
（
21
）　
小
松
茂
美
『
手
紙
│
人
と
書
│
』
Ⅱ　
二
玄
社　
一
九
六
六
年
四
月　
一
〇
六
頁
。
熊
倉
功
夫
編
『
茶
道
聚
錦
四　
織
部
・
遠
州
・
宗
旦
』
小
学
館　
昭
和
五
八
年
一
一
月　
一
八
四
頁
等
（
22
）　
小
松
茂
美
編
著
『
烏
丸
光
広
』
図
版
編
（
小
学
館　
昭
和
五
七
年
八
月
）
参
照
（
23
）　
注
（
４
）（
５
）
同
前
論
文
参
照
（
24
）　
高
原
慶
三
『
藤
村
庸
軒
』
河
出
書
房　
昭
和
二
三
年
一
〇
月　
六
一
頁
（
25
）　
注
（
19
）
同
前
書　
一
二
二
頁
（
26
）　
龍
門
文
庫
蔵
本
（
阪
本
龍
門
文
庫
編
刊
『
龍
門
文
庫
目
録
』
昭
和
五
七
年
三
月　
二
六
四
頁
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
27
）　
波
多
野
幸
彦
『
ホ
ン
モ
ノ
ニ
セ
モ
ノ
茶
掛
け
の
書
』
主
婦
の
友
社　
昭
和
六
二
年
四
月　
九
八
頁
（
28
）　
注
（
22
）
同
前
書
下　
四
四
頁
（
29
）　
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
所
蔵
本
（
注
（
14
）
同
前
書
一
八
六
頁
参
照
）
（
30
）　
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
所
蔵
本
。
烏
丸
光
広
の
花
押
有
り
─　　─56
（
齊
藤
彰
「
烏
丸
光
広
筆
徒
然
草
の
性
格
」「
学
苑
」
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所　
昭
和
五
九
年
一
一
月
参
照
）
（
31
）　
注
（
11
）
同
前
論
文
（
32
）　
注
（
11
）
同
前
論
文
。
注
（
１
）
論
文
で
亡
羊
と
中
和
門
院
の
関
係
に
言
及
（
33
）　
川
口
久
雄
「
徒
然
草
の
源
泉
│
漢
籍
」『
徒
然
草
講
座
』
有
精
堂　
昭
和
四
九
年
一
一
月　
一
六
九
頁
。
永
積
安
明
『
徒
然
草
を
読
む
』
岩
波
書
店　
一
九
八
二
年
三
月　
一
九
頁
（
34
）　
自
筆
写
本　
二
冊　
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
（
35
）　
岩
橋
小
弥
太
「
近
世
初
期
の
於
け
る
搢
紳
子
弟
の
教
養
に
つ
い
て
」「
史
学
雑
誌
」
五
六
巻
六
号　
冨
山
房　
昭
和
二
〇
年
六
月
（
36
）　
注
（
４
）
同
前
論
文
（
37
）　
川
瀬
一
馬
「
近
世
初
期
に
於
け
る
國
書
開
版
（
そ
の
一
）」「
書
誌
学
」
新
二
八
号　
日
本
書
誌
学
会　
昭
和
五
六
年
七
月
（
38
）　
注
（
14
）
同
前
書　
一
六
五
頁
（
39
）　
国
立
国
会
図
書
館
図
書
部
編
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
古
活
字
版
図
録
』
国
立
国
会
図
書
館　
平
成
二
年
一
月　
四
二
一
頁
（
40
）　
反
町
茂
雄
編
『
弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
』
弘
文
荘　
昭
和
四
七
年
一
月　
八
四
頁
（
41
）　
三
宅
亡
羊
は
素
庵
の
父
角
倉
了
以
の
蔵
書
を
借
覧
し
て
お
り
、
素
庵
は
亡
羊
の
師
藤
原
惺
窩
と
一
歳
違
い
で
常
に
儒
学
の
師
と
し
て
兄
事
し
て
い
た
（
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
吉
田
了
以
・
吉
田
素
庵
の
項
）
（
42
）　
森
上
修
「
初
期
古
字
版
の
印
行
者
に
つ
い
て
│
嵯
峨
の
角
倉
（
吉
田
）
素
庵
を
め
ぐ
っ
て
│
」「
ビ
ブ
リ
ア
」
一
〇
〇
号　
天
理
図
書
館　
平
成
五
年
一
〇
月
（
43
）　
注
（
14
）
同
前
書　
一
六
五
頁
（
44
）　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
45
）　
注
（
40
）
同
前
書　
一
二
八
頁
（
46
）　
注
（
40
）
同
前
書　
二
一
二
頁
（
47
）　
注
（
40
）
同
前
書　
三
一
六
頁
（
48
）　
川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
下
巻　
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ　
昭
和
四
二
年
一
二
月　
一
九
頁
（
49
）　
注
（
48
）
同
前
書　
九
一
頁
（
50
）　
注
（
２
）
同
前
論
文
中
に
言
及
の
元
和
二
年
九
月
二
十
五
日
付
の
「
売
渡
証
文
」
に
よ
る
（
51
）　
注
（
３
）
同
前
論
文
（
52
）　
中
村
直
勝
『
堺
文
化
史
伝
』　
堺
市
教
育
委
員
会　
昭
和
四
六
年
三
月　
二
六
八
頁
（
53
）　
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
後
編
』
で
は
一
一
歳
で
父
を
亡
く
し
た
と
あ
る
（
54
）　
白
嵜
顕
成
『
蘭
室
藤
村
正
員
年
譜
考
』　
思
文
閣
出
版　
二
〇
〇
三
年
一
二
月　
四
七
頁
（
く
ぼ
お　
と
し
ろ
う　
資
料
管
理
課
）　
